
えこたんバス発車えこたんバス発車

住民の安全・ 安心施策を優先

相見駅開業にあわせ
　３
月
定
例
会
は
、
２
月
29
日

か
ら
３
月
26
日
ま
で
の
27
日
間
の

会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　初
日
に
は
、
町
長
が
新
年
度

予
算
の
大
綱
と
施
政
方
針
を
表

明
し
ま
し
た
。

　平
成
24
年
度
の
９
会
計
の
当

初
予
算
を
は
じ
め
、
平
成
23
年

度
の
補
正
予
算
、
条
例
の
一
部

改
正
な
ど
28
件
と
議
員
提
出
議

案
の
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
改
正
を
い
ず
れ
も
原
案
ど
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

　そ
の
ほ
か
、
陳
情
１
件
を
審

議
し
、
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

　平
成
24
年
度
予
算
審
議
は
、

予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

す
べ
て
可
決
し
ま
し
た
。

　一般
質
問
で
は
、
９
議
員
が
町

政
全
般
に
わ
た
り
厳
し
く
問
い

た
だ
し
ま
し
た
。

　昨
年
の
東
日
本
大
震
災
や
超
円

高
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
景
気
は

低
迷
し
、
本
町
に
お
い
て
も
、
税

収
全
体
で
は
回
復
段
階
ま
で
至
っ

て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
下
、
選

挙
公
約
と
し
て
掲
げ
た「
８
つ
の
誠
」

の
実
現
を
目
指
し
、
第
５
次
幸
田

町
総
合
計
画
と
の
整
合
を
図
り
つ

つ
、
災
害
に
強
い
町
の
実
現
の
た
め

の
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
整

備
事
業
、
休
日
保
育
の
実
施
、

経
済
・
財
政
の
安
定
化
の
た
め
多

様
な
企
業
誘
致
の
推
進
を
す
る
た

め
に
企
業
立
地
課
の
新
設
な
ど
、

新
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
計
画
的
な
社
会
基

盤
の
整
備
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
り
な
が
ら
、
事
業
仕
分
け

な
ど
行
政
改
革
に
も
取
り
組
み
、

持
続
可
能
な
財
政
運
営
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

算
の
規
模
は
、
一
般
会
計
を

は
じ
め
と
す
る
、
７
つ
の
特

別
会
計
な
ら
び
に
水
道
会
計
合

わ
せ
て
、
２
０
３
億
７
８
２
５
万

円
と
な
り
、
前
年
度
に
対
し
28

億
５
０
６
８
万
円
、
12
・
3
％
の

減
と
な
り
ま
し
た
。

般
会
計
は
、
総
額
１
３
２

億
１
０
０
０
万
円
で
、
前
年

度
に
対
し
14
・
3
％
の
減
、Ｊ
Ｒ

相
見
駅
完
成
で
22
億
１
０
０
０

万
円
の
減
額
が
大
き
く
影
響
し

ま
し
た
。

税
の
総
額
は
、
前
年
度
と

ほ
ぼ
同
額
の
70
億
２
４
８
０

万
円
。

　個
人
町
民
税
は
、
年
少
扶
養

控
除
の
廃
止
な
ど
に
よ
り
対
前

※

義
務
的
経
費
と
は

　人
件
費
・
扶
助
費
・
公
債

　費
な
ど

※

投
資
的
経
費
と
は

　普
通
建
設
費
・
災
害
復
旧

　費
な
ど

年
度
１
億
２
４
０
０
万
円
の
増

（
6
・
2
％
増
）、
法
人
町
民
税

は
、
最
悪
期
か
ら
脱
却
し
た
も

の
の
引
き
続
き
業
績
が
低
迷
し

て
お
り
、
２
億
５
０
０
０
万
円
の

増
（
１
２
４
・
９
％
増
）
と
見

込
み
、
町
民
税
全
体
で
は
３
億

７
４
０
０
万
円
の
増
（
17
・
１
％

増
）
と
な
り
ま
し
た
。

出
の
主
な
も
の
は
、
義
務

的
経
費※

１
億
７
６
６
１
万

円
減
（
２
・
９
％
減
）
の
総
額

59
億
６
８
６
６
万
円
。

　投
資
的
経
費※

は
、
20
億
２

３
６
５
万
円
減
（
51
・
７
％
減
）、

総
額
18
億
8
7
2
7
万
円
。

別
会
計
の
主
な
も
の
は
、

幸
田
駅
前
土
地
区
画
整
理

事
業
で
、
主
に
建
物
移
転
補
償

な
ど
で
、
５
億
２
７
６
８
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

平成 24年度

前年比14.3%減「緊縮型」

住民の安全・ 安心施策を優先
132億1000万円を可決

えこたんバス発車えこたんバス発車相見駅開業にあわせ

3月
定
例
会
の

あ
ら
ま
し

定
例
会
の

　
　あ
ら
ま
し

町税
53.1％

民生費
29.6％

教育費
12.9％

総務費
12.4％

土木費
11.2％

公債費（借金返済）
　　　9.4％

衛生費
8.9％

消防費
6.3％

農林水産業費 6.3％

議会費 1.1％
商工費 1.1％
労働費 0.5％

災害復旧費 0.0％
諸支出費 0.1％
予備費 0.2％

【歳出】
（使いみち）

【歳入】
（財　源）一般会計予算の割合

繰入金
16.0％

国庫支出金
7.7％

県支出金 4.5％

町債 （借 金）4.0％

諸収入 3.2％

地方消費税交付金 
3.0％

繰越金 2.3％
使用料および手数料 2.0％

分担金および負担金 1.4％ 地方譲与税 1.1％
地方特例交付金 0.3％
そのほか 1.4％

一般会計
予算

予一町

歳特

予
算
の
内
容

町
長

施
政
方
針

4 ルートに増えたよ。
スクールバスにもなるよ。

えこたんのプロフィール
環境・交通施策のイメージキャラクター
●性別　女の子
●住まい　相見地区のエコハウス
●乗り物　はっぱに乗って移動する

2議会だより ●平成 24 年 4月26日



えこたんバス発車えこたんバス発車

住民の安全・ 安心施策を優先

相見駅開業にあわせ
　３
月
定
例
会
は
、
２
月
29
日

か
ら
３
月
26
日
ま
で
の
27
日
間
の

会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　初
日
に
は
、
町
長
が
新
年
度

予
算
の
大
綱
と
施
政
方
針
を
表

明
し
ま
し
た
。

　平
成
24
年
度
の
９
会
計
の
当

初
予
算
を
は
じ
め
、
平
成
23
年

度
の
補
正
予
算
、
条
例
の
一
部

改
正
な
ど
28
件
と
議
員
提
出
議

案
の
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
改
正
を
い
ず
れ
も
原
案
ど
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

　そ
の
ほ
か
、
陳
情
１
件
を
審

議
し
、
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

　平
成
24
年
度
予
算
審
議
は
、

予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

す
べ
て
可
決
し
ま
し
た
。

　一般
質
問
で
は
、
９
議
員
が
町

政
全
般
に
わ
た
り
厳
し
く
問
い

た
だ
し
ま
し
た
。

　昨
年
の
東
日
本
大
震
災
や
超
円

高
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
景
気
は

低
迷
し
、
本
町
に
お
い
て
も
、
税

収
全
体
で
は
回
復
段
階
ま
で
至
っ

て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
下
、
選

挙
公
約
と
し
て
掲
げ
た「
８
つ
の
誠
」

の
実
現
を
目
指
し
、
第
５
次
幸
田

町
総
合
計
画
と
の
整
合
を
図
り
つ

つ
、
災
害
に
強
い
町
の
実
現
の
た
め

の
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
整

備
事
業
、
休
日
保
育
の
実
施
、

経
済
・
財
政
の
安
定
化
の
た
め
多

様
な
企
業
誘
致
の
推
進
を
す
る
た

め
に
企
業
立
地
課
の
新
設
な
ど
、

新
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
計
画
的
な
社
会
基

盤
の
整
備
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
り
な
が
ら
、
事
業
仕
分
け

な
ど
行
政
改
革
に
も
取
り
組
み
、

持
続
可
能
な
財
政
運
営
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

算
の
規
模
は
、
一
般
会
計
を

は
じ
め
と
す
る
、
７
つ
の
特

別
会
計
な
ら
び
に
水
道
会
計
合

わ
せ
て
、
２
０
３
億
７
８
２
５
万

円
と
な
り
、
前
年
度
に
対
し
28

億
５
０
６
８
万
円
、
12
・
3
％
の

減
と
な
り
ま
し
た
。

般
会
計
は
、
総
額
１
３
２

億
１
０
０
０
万
円
で
、
前
年

度
に
対
し
14
・
3
％
の
減
、Ｊ
Ｒ

相
見
駅
完
成
で
22
億
１
０
０
０

万
円
の
減
額
が
大
き
く
影
響
し

ま
し
た
。

税
の
総
額
は
、
前
年
度
と

ほ
ぼ
同
額
の
70
億
２
４
８
０

万
円
。

　個
人
町
民
税
は
、
年
少
扶
養

控
除
の
廃
止
な
ど
に
よ
り
対
前

※

義
務
的
経
費
と
は

　人
件
費
・
扶
助
費
・
公
債

　費
な
ど

※

投
資
的
経
費
と
は

　普
通
建
設
費
・
災
害
復
旧

　費
な
ど

年
度
１
億
２
４
０
０
万
円
の
増

（
6
・
2
％
増
）、
法
人
町
民
税

は
、
最
悪
期
か
ら
脱
却
し
た
も

の
の
引
き
続
き
業
績
が
低
迷
し

て
お
り
、
２
億
５
０
０
０
万
円
の

増
（
１
２
４
・
９
％
増
）
と
見

込
み
、
町
民
税
全
体
で
は
３
億

７
４
０
０
万
円
の
増
（
17
・
１
％

増
）
と
な
り
ま
し
た
。

出
の
主
な
も
の
は
、
義
務

的
経
費※

１
億
７
６
６
１
万

円
減
（
２
・
９
％
減
）
の
総
額

59
億
６
８
６
６
万
円
。

　投
資
的
経
費※

は
、
20
億
２

３
６
５
万
円
減
（
51
・
７
％
減
）、

総
額
18
億
8
7
2
7
万
円
。

別
会
計
の
主
な
も
の
は
、

幸
田
駅
前
土
地
区
画
整
理

事
業
で
、
主
に
建
物
移
転
補
償

な
ど
で
、
５
億
２
７
６
８
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

平成 24年度

前年比14.3%減「緊縮型」

住民の安全・ 安心施策を優先
132億1000万円を可決

えこたんバス発車えこたんバス発車相見駅開業にあわせ

3月
定
例
会
の

あ
ら
ま
し

定
例
会
の

　
　あ
ら
ま
し

町税
53.1％

民生費
29.6％

教育費
12.9％

総務費
12.4％

土木費
11.2％

公債費（借金返済）
　　　9.4％

衛生費
8.9％

消防費
6.3％

農林水産業費 6.3％

議会費 1.1％
商工費 1.1％
労働費 0.5％

災害復旧費 0.0％
諸支出費 0.1％
予備費 0.2％

【歳出】
（使いみち）

【歳入】
（財　源）一般会計予算の割合

繰入金
16.0％

国庫支出金
7.7％

県支出金 4.5％

町債 （借 金）4.0％

諸収入 3.2％

地方消費税交付金 
3.0％

繰越金 2.3％
使用料および手数料 2.0％

分担金および負担金 1.4％ 地方譲与税 1.1％
地方特例交付金 0.3％
そのほか 1.4％

一般会計
予算

予一町

歳特

予
算
の
内
容

町
長

施
政
方
針

4 ルートに増えたよ。
スクールバスにもなるよ。

えこたんのプロフィール
環境・交通施策のイメージキャラクター
●性別　女の子
●住まい　相見地区のエコハウス
●乗り物　はっぱに乗って移動する
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会計別の当初予算額と採決状況

会計区分 予　算　額   前年度比（%） 採決の状況

土 地 取 得

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

幸田駅前土地区画整理事業

農業集落排水事業

下 水 道 事 業

収 益 的 支 出

資 本 的 支 出

一 般 会 計

特別会計

水道事業
会　　計

合 　 　 計

１３２億１０００万円 
５２７６万円 

３０億　２７１万円 
２億７８９８万円 
１３億５０５０万円 
５億２７６８万円 
３億７０３０万円 
６億１４１２万円 
６億７２９６万円 
２億９８２４万円 

２０３億７８２５万円 

▲１４．３ 
▲４１．９ 
▲１．０ 
１２．７ 
▲３．３ 
▲３．９ 
７．７ 

▲１４．１ 
０．４ 

▲６１．０ 
▲１２．３ 

（▲は減）

反対2：賛成12で可決
全員賛成で可決
反対2：賛成12で可決
反対2：賛成12で可決
反対2：賛成12で可決
全員賛成で可決
反対2：賛成12で可決
反対2：賛成12で可決

反対2：賛成12で可決

新設「こども課」

休
日
保
育

Ｑ

　現
在
ま
で
の
申
し
込
み
状

況
は
。

Ａ

　定
員
30
人
に
対
し
45
人
の

申
し
込
み
が
あ
る
。

Ｑ

　定
員
オ
ー
バ
ー
は
、
ど
う

対
応
す
る
の
か
。

Ａ

　適
正
に
選
ぶ
が
、
今
後
よ

う
す
を
見
な
が
ら
考
え
る
。

Ｑ

　職
員
の
体
制
は
。

Ａ

　全
体
で
４
人
を
新
規
採
用

し
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
。

わ
し
だ
保
育
園
増
改
築

Ｑ

　計
画
は
十
分
検
討
さ
れ
た

か
。

Ａ

　現
場
の
保
育
士
の
意
見
を

十
分
取
り
入
れ
た
。

小
学
校
大
規
模
改
造
工
事

Ｑ

　工
事
の
内
容
は
。

Ａ

　豊
坂
小
学
校
の
外
壁
塗
装

工
事
と
窓
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止

工
事
を
実
施
す
る
。

北
部
中
学
校
体
育
館

Ｑ

　体
育
館
の
床
の
修
繕
工
事

の
計
画
は
。

Ａ

　平
成
26
年
度
に
実
施
設
計

に
と
り
か
か
る
。

小
学
校
に
扇
風
機

Ｑ

　扇
風
機
は
、
何
教
室
設
置

す
る
の
か
。

Ａ

　普
通
教
室
を
中
心
に
１
１
５

教
室
に
４
台
ず
つ
設
置
す
る
。

通
学
路

Ｑ

　グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
化
計
画

は
。

Ａ

　最
終
年
と
し
て
、
豊
坂
学

区
を
完
了
さ
せ
る
。

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

Ｑ

　防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

の
青
パ
ト
台
数
と
活
動
の
ガ

ソ
リ
ン
代
な
ど
の
補
助
の
考

え
は
。

Ａ

　現
在
23
台
。
補
助
金
の
考

え
は
な
い
。

防
犯
カ
メ
ラ

Ｑ

　設
置
計
画
は
。

Ａ

　相
見
駅
に
15
台
、
幸
田
駅

に
５
台
を
予
定
。

事
業
仕
分
け

Ｑ

　新
年
度
の
計
画
は
。

Ａ

　７
月
に
２
日
間
計
画
。
外

部
の
仕
分
け
人
も
検
討
。

　事
業
の
見
え
る
化
と
職
員
の

意
識
改
革
が
目
的
。

新
設
課

Ｑ

　企
業
立
地
課
の
体
制
は
。

Ａ

　課
長
を
含
め
た
５
人
程
度
。

Ｑ

　児
童
課
か
ら
こ
ど
も
課
へ

の
名
称
変
更
の
理
由
は
。

Ａ

　義
務
教
育
前
の
諸
手
続
き

を
、
こ
ど
も
課
で
一
元
化
。

　保
育
園
と
幼
稚
園
の
窓
口
を

一
本
化
す
る
。

公
園
の
安
全

Ｑ

　公
園
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

計
画
は
。

Ａ

　新
年
度
は
、
彦
左
公
園
を

実
施
し
、
里
前
公
園
、
幸
田

公
園
は
、
今
後
考
え
て
い
く
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

Ｑ

　運
転
手
は
何
人
か
。

Ａ

　４
ル
ー
ト
を
５
人
で
交
代
。

Ｑ

　運
行
管
理
の
安
全
対
策

を
。

Ａ

　事
故
の
な
い
よ
う
心
が
け

る
。

祭
壇
貸
付
事
業

Ｑ

　継
続
は
い
つ
ま
で
か
。

子
育
て
支
援

防
犯
対
策

行
政
改
革

く
ら
し

児
童
安
全
・
健
康

Ａ

　平
成
26
年
度
ま
で
続
け
、

そ
の
後
は
新
斎
場
で
有
効
利

用
を
し
て
い
く
。

2日間にわたり慎重審議の結果、可決しました。

新年度予算審議から新年度予算審議から

シシステテテテムムムムムムムムムム
シ テテテテテテテテムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム

　新エネルギーシステムムムムムシ

学
学
中学

　 ・大規模改造工事・大

デデデデデデジジデデデデデデジジジデデジジジジデデデデジジジジジジデデデデデデデジジジデデデデデ ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
声声声声声声声声声声　　　　 444444444444

字がが　 い ためためたためため

入 金金金
　　　入入入入入入入入入　入入入　入　　　入入入入入入入入入入入入　　入　　　 園時にににに 人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人 円円万円万円万円万円万円万円円円

終日保育・土・・土・・土土土
時 30分か　　 育園で午で午午午 30分か

午後 時まで午　午　午
バババババババババババババババ アフフアフアアアフアフアフアフアフアアフアフフアフアフフフアフフアフフフアフアフアフアフアフアアアアアアアアアアアアアアアフフアアアアアアアアアアアアフフアフフアフ ーーーー化

レトイレレレレレレレレトイイ

ラククククククク ブ　ブ　ブブブブ少 少 発明クラブブブブブブブ
　町の将来を託す場にに

く
ら
し
に
密
着
し
た

　
　
　
　
　注
目
事
業

く
ら
し
に
密
着
し
た

　
　
　
　
　注
目
事
業

ピック
アップ

太陽光発電システム　１２００万円
家庭用燃料電池システム　１５万円
　新エネルギーシステム等設置費補助

小学校教室扇風機設置　１７２５万円
豊坂小学校　７４５０万円
幸田中学校　２００万円
　耐震補強・大規模改造工事・実施設計

防災行政無線デジタル化　２億６７２５万円
　屋外拡声機の支局 14カ所増設
　聴覚障がい者のための文字表示板を貸与

私立幼稚園入園料補助金　１５０万円
　入園時に１人１万円
休日・土曜日終日保育　８８９万円
　菱池保育園で午前７時30分から
　午後６時まで実施

彦左公園バリアフリー化　３３００万円
　トイレ・散策路・駐車場の改修

少年少女発明クラブ　１0０万円
　町の将来を託す場に

環境

ものづくり

子育て支援

教育

安全

予算特別委員会
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会計別の当初予算額と採決状況

会計区分 予　算　額   前年度比（%） 採決の状況

土 地 取 得

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

幸田駅前土地区画整理事業

農業集落排水事業

下 水 道 事 業

収 益 的 支 出

資 本 的 支 出

一 般 会 計

特別会計

水道事業
会　　計

合 　 　 計

１３２億１０００万円 
５２７６万円 

３０億　２７１万円 
２億７８９８万円 
１３億５０５０万円 
５億２７６８万円 
３億７０３０万円 
６億１４１２万円 
６億７２９６万円 
２億９８２４万円 

２０３億７８２５万円 

▲１４．３ 
▲４１．９ 
▲１．０ 
１２．７ 
▲３．３ 
▲３．９ 
７．７ 

▲１４．１ 
０．４ 

▲６１．０ 
▲１２．３ 

（▲は減）

反対2：賛成12で可決
全員賛成で可決
反対2：賛成12で可決
反対2：賛成12で可決
反対2：賛成12で可決
全員賛成で可決
反対2：賛成12で可決
反対2：賛成12で可決

反対2：賛成12で可決

新設「こども課」

休
日
保
育

Ｑ

　現
在
ま
で
の
申
し
込
み
状

況
は
。

Ａ

　定
員
30
人
に
対
し
45
人
の

申
し
込
み
が
あ
る
。

Ｑ

　定
員
オ
ー
バ
ー
は
、
ど
う

対
応
す
る
の
か
。

Ａ

　適
正
に
選
ぶ
が
、
今
後
よ

う
す
を
見
な
が
ら
考
え
る
。

Ｑ

　職
員
の
体
制
は
。

Ａ

　全
体
で
４
人
を
新
規
採
用

し
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
。

わ
し
だ
保
育
園
増
改
築

Ｑ

　計
画
は
十
分
検
討
さ
れ
た

か
。

Ａ

　現
場
の
保
育
士
の
意
見
を

十
分
取
り
入
れ
た
。

小
学
校
大
規
模
改
造
工
事

Ｑ

　工
事
の
内
容
は
。

Ａ

　豊
坂
小
学
校
の
外
壁
塗
装

工
事
と
窓
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止

工
事
を
実
施
す
る
。

北
部
中
学
校
体
育
館

Ｑ

　体
育
館
の
床
の
修
繕
工
事

の
計
画
は
。

Ａ

　平
成
26
年
度
に
実
施
設
計

に
と
り
か
か
る
。

小
学
校
に
扇
風
機

Ｑ

　扇
風
機
は
、
何
教
室
設
置

す
る
の
か
。

Ａ

　普
通
教
室
を
中
心
に
１
１
５

教
室
に
４
台
ず
つ
設
置
す
る
。

通
学
路

Ｑ

　グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
化
計
画

は
。

Ａ

　最
終
年
と
し
て
、
豊
坂
学

区
を
完
了
さ
せ
る
。

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

Ｑ

　防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

の
青
パ
ト
台
数
と
活
動
の
ガ

ソ
リ
ン
代
な
ど
の
補
助
の
考

え
は
。

Ａ

　現
在
23
台
。
補
助
金
の
考

え
は
な
い
。

防
犯
カ
メ
ラ

Ｑ

　設
置
計
画
は
。

Ａ

　相
見
駅
に
15
台
、
幸
田
駅

に
５
台
を
予
定
。

事
業
仕
分
け

Ｑ

　新
年
度
の
計
画
は
。

Ａ

　７
月
に
２
日
間
計
画
。
外

部
の
仕
分
け
人
も
検
討
。

　事
業
の
見
え
る
化
と
職
員
の

意
識
改
革
が
目
的
。

新
設
課

Ｑ

　企
業
立
地
課
の
体
制
は
。

Ａ

　課
長
を
含
め
た
５
人
程
度
。

Ｑ

　児
童
課
か
ら
こ
ど
も
課
へ

の
名
称
変
更
の
理
由
は
。

Ａ

　義
務
教
育
前
の
諸
手
続
き

を
、
こ
ど
も
課
で
一
元
化
。

　保
育
園
と
幼
稚
園
の
窓
口
を

一
本
化
す
る
。

公
園
の
安
全

Ｑ

　公
園
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

計
画
は
。

Ａ

　新
年
度
は
、
彦
左
公
園
を

実
施
し
、
里
前
公
園
、
幸
田

公
園
は
、
今
後
考
え
て
い
く
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

Ｑ

　運
転
手
は
何
人
か
。

Ａ

　４
ル
ー
ト
を
５
人
で
交
代
。

Ｑ

　運
行
管
理
の
安
全
対
策

を
。

Ａ

　事
故
の
な
い
よ
う
心
が
け

る
。

祭
壇
貸
付
事
業

Ｑ

　継
続
は
い
つ
ま
で
か
。

子
育
て
支
援

防
犯
対
策

行
政
改
革

く
ら
し

児
童
安
全
・
健
康

Ａ

　平
成
26
年
度
ま
で
続
け
、

そ
の
後
は
新
斎
場
で
有
効
利

用
を
し
て
い
く
。

2日間にわたり慎重審議の結果、可決しました。

新年度予算審議から新年度予算審議から

シシステテテテムムムムムムムムムム
シ テテテテテテテテムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム

　新エネルギーシステムムムムムシ

学
学

中学
　 ・大規模改造工事・大

デデデデデデジジデデデデデデジジジデデジジジジデデデデジジジジジジデデデデデデデジジジデデデデデ ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
声声声声声声声声声声　　　　 444444444444

字がが　 い ためためたためため

入 金金金
　　　入入入入入入入入入　入入入　入　　　入入入入入入入入入入入入　　入　　　 園時にににに 人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人 円円万円万円万円万円万円万円円円

終日保育・土・・土・・土土土
時 30分か　　 育園で午で午午午 30分か

午後 時まで午　午　午
バババババババババババババババ アフフアフアアアフアフアフアフアフアアフアフフアフアフフフアフフアフフフアフアフアフアフアフアアアアアアアアアアアアアアアフフアアアアアアアアアアアアフフアフフアフ ーーーー化

レトイレレレレレレレレトイイ

ラククククククク ブ　ブ　ブブブブ少 少 発明クラブブブブブブブ
　町の将来を託す場にに

く
ら
し
に
密
着
し
た

　
　
　
　
　注
目
事
業

く
ら
し
に
密
着
し
た

　
　
　
　
　注
目
事
業

ピック
アップ

太陽光発電システム　１２００万円
家庭用燃料電池システム　１５万円
　新エネルギーシステム等設置費補助

小学校教室扇風機設置　１７２５万円
豊坂小学校　７４５０万円
幸田中学校　２００万円
　耐震補強・大規模改造工事・実施設計

防災行政無線デジタル化　２億６７２５万円
　屋外拡声機の支局 14カ所増設
　聴覚障がい者のための文字表示板を貸与

私立幼稚園入園料補助金　１５０万円
　入園時に１人１万円
休日・土曜日終日保育　８８９万円
　菱池保育園で午前７時30分から
　午後６時まで実施

彦左公園バリアフリー化　３３００万円
　トイレ・散策路・駐車場の改修

少年少女発明クラブ　１0０万円
　町の将来を託す場に

環境

ものづくり

子育て支援

教育

安全

予算特別委員会
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いきいきハート体操

介
護
保
険
料
の
引
き
上
げ

基
準
額
は
4
万
5
6
0
0
円

開かれた議会に
委員会を公開

４月から
　介
護
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
強
化

と
、
第
５
期
介
護
保
険
事
業
の

運
営
に
必
要
が
あ
る
た
め
、
介

護
保
険
料
率
を
改
正
し
た
。

　介
護
保
険
料
率
を
、
第
８
段

階
か
ら
第
11
段
階
に
区
分
し
、

低
所
得
層
の
率
を
引
き
下
げ
、

高
所
得
層
の
率
を
引
き
上
げ
る
。

Ｑ

　所
得
区
分
の
見
直
し
に
よ

る
対
象
人
数
と
影
響
額
は
。

Ａ

　第
２
か
ら
第
８
段
階
ま
で

４
５
８
人
。
２
３
１
７
万
円
。

Ｑ

　応
能
負
担
が
原
則
、
段
階

を
増
や
し
高
額
所
得
の
率
を

２
・
０
以
上
の
引
き
上
げ
を
。

Ａ

　国
の
11
段
階
を
基
本
に
し

て
い
る
。

Ｑ

　基
金
の
活
用
で
引
き
上
げ

を
抑
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ

　検
討
し
た
が
、
将
来
に
備

え
る
。

（
反
対
２
賛
成
12
で
可
決
）

第
５
期
介
護
保
険

　
　事
業
計
画
始
ま
る

　住
民
課
に
係
る
証
紙
の
取
り

扱
い
を
全
て
廃
止
し
、
窓
口
で

現
金
徴
収
に
よ
る
発
行
に
切
り

替
え
る
。

Ｑ

　証
紙
の
年
間
発
行
枚
数
は
。

Ａ

　５
万
６
０
０
０
枚
。
う
ち

住
民
課
は
３
万
８
０
０
０
枚
。

Ｑ

　現
金
管
理
と
取
り
扱
い
基

準
は
。

Ａ

　レ
ジ
ス
タ
ー
を
購
入
し
、

当
日
受
け
取
っ
た
金
額
を
あ

り
の
ま
ま
に
収
入
と
す
る
。

き
っ
ち
り
と
し
た
シ
ス
テ
ム
で

運
用
し
て
い
く
。

（
反
対
２
賛
成
12
で
可
決
）

証
紙
の
取
り

　
　扱
い
を
廃
止

　町
議
会
委
員
会
条
例

を
一
部
改
正
し
、
委
員

会
の
会
議
を
公
開
す
る
。

　議
会
改
革
の
一
環
と

し
て
、
本
会
議
と
同
様

に
委
員
会
を
公
開
し
、

開
か
れ
た
議
会
に
取
り

組
む
も
の
で
６
月
定
例

会
よ
り
公
開
。

　議
会
会
議
録
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
３
月
１
日
か

ら
公
開
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　会
計
年
度
も
終
わ
り
に
近
づ

き
、
予
算
の
追
加
や
調
整
な
ど

一
般
会
計
、
特
別
会
計
あ
わ
せ

て
７
議
案
が
上
程
さ
れ
た
。

　一般
会
計
の
歳
入
は
、
町
税

９
０
０
０
万
円
を
追
加
し
、
新

駅
自
由
通
路
関
連
事
業
の
見
込

み
が
確
定
し
た
た
め
、
都
市
施

設
整
備
基
金
繰
入
金
、
町
債
を

減
額
し
た
。

　歳
出
は
、
小
学
校
の
障
が
い

児
対
応
工
事
１
１
０
万
円
を
追

加
、
各
事
業
の
最
終
見
込
み
に

よ
る
調
整
で
、
特
別
会
計
への
繰

り
入
れ
、繰
り
出
し
が
主
な
も
の
。

　特
別
会
計
で
は
、
国
保
シ
ス

テ
ム
改
修
業
務
等
委
託
料
７
１

８
万
円
、
介
護
給
付
費
準
備
基

金
積
立
金
８
６
０
万
円
の
増
額
、

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
の

減
額
な
ど
が
主
な
も
の
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　住
民
の
安
心
・
安
全
を
支
え

る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
求
め

る
陳
情
書
（
代
表
者
・
国
土
交

通
労
働
組
合
中
部
地
方
協
議

会

　議
長

　杉
本

　忠
久
）

（
反
対
12
賛
成
２
で
不
採
択
）

議
員
提
出
議
案

平
成
23
年
度

　
　
　最
終
補
正
予
算

陳

　
　情

　東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

財
源
の
確
保
の
た
め
、
た
ば
こ

税
率
、
退
職
所
得
に
係
る
所
得

控
除
廃
止
、
町
民
税
な
ど
税
条

例
を
改
正
し
た
。

　町
民
税
は
、
平
成
26
年
度
か

ら
平
成
35
年
度
ま
で
に
限
り
、

均
等
割
の
標
準
税
率
（
現
行
３

０
０
０
円
）
に
５
０
０
円
を
加

算
し
た
額
に
す
る
。

Ｑ

　増
税
の
影
響
人
数
と
額
は
。

Ａ

　１
万
８
７
５
４
人
で
９
３
７

万
７
０
０
０
円
の
増
収
。

Ｑ

　防
災
施
策
に
必
要
な
財
源

確
保
が
、
な
ぜ
住
民
負
担
か
。

町
民
税
均
等
割
を

　５
０
０
円
引
き
上
げ

　公
営
住
宅
法
改
正
に
伴
い
、

入
居
資
格
要
件
を
改
め
る
。

Ｑ

　入
居
条
件
が
変
わ
っ
た
点
は
。

Ａ

　収
入
基
準
と
住
宅
困
窮
で

あ
れ
ば
単
身
者
で
も
入
居
で

き
る
よ
う
に
な
る
。

Ｑ

　今
後
、
町
営
住
宅
の
増
築

計
画
は
あ
る
か
。

Ａ

　つ
く
る
考
え
は
な
い
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

町
営
住
宅

　
　条
例
を
改
正

賛
成

反
対

Ａ

　国
庫
に
納
付
す
る
の
で
は

な
く
防
災
の
た
め
に
使
う
も

の
。（

反
対
２
賛
成
12
で
可
決
）

　平
成
24
年
度
当
初
予
算
は
、

前
年
度
に
比
べ
約
22
億
円
、
14
・

3
％
減
の
緊
縮
予
算
と
さ
れ
た
。

東
日
本
の
大
震
災
・
最
近
の
経
済

状
況
か
ら
、
防
災
対
策
と
夢
の
あ

る
町
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
。

　こ
の
中
で
防
災
無
線
の
デ
ジ
タ
ル

化
を
始
め
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る

こ
と
に
重
点
を
置
く
一
方
、
企
業

立
地
課
の
新
設
に
よ
り
、
将
来
に

向
け
た
多
様
な
産
業
が
育
つ
町
づ

く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
も
あ
る
。

　個
別
事
業
と
し
て
は
、
え
こ
た

ん
バ
ス
の
活
用
な
ど
の
新
規
事
業
は

夢
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た

施
策
で
あ
る
。

　町
の
将
来
を
見
据
え
た
平
成
24

年
度
予
算
と
判
断
し
前
向
き
に
評

価
す
る
。

鈴
木
雅
史 

議
員

将
来
を
見
据
え
た
予
算
に
期
待

自
主
財
源
の
町
税
で
あ
る
５
億

円
。
前
年
度
繰
越
金
で
３
億
円
。

８
億
円
以
上
の
財
源
を
予
算
計
上

せ
ず
。

行
政
水
準
と
質
を
事
業
仕
分
け

に
責
任
転
嫁
。

行
財
政
改
革
の
名
で
住
民
負
担

押
し
つ
け
。

近
隣
市
の
い
わ
れ
な
き
圧
力
に

屈
服
し
、
住
民
の
暮
ら
し
守
ら
ぬ

町
長
。

　企
業
立
地
課
新
設
の
理
由
が
伝

わ
ら
ぬ
。
屋
上
屋
を
重
ね
、
ポ
ス

ト
づ
く
り
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
、
住

民
の
澄
ん
だ
眼
を
曇
ら
せ
る
「
確

か
な
力
」
町
長
。

借
地
解
消
を
一過
性
に
せ
ず
、
施

策
に
位
置
づ
け
を
。

３
地
区
の
区
画
整
理
事
業
に
ま

ち
づ
く
り
の
理
念
な
く
、
地
権
者

の
土
地
活
用
を
強
調
し
、
80
倍
以

上
の
税
負
担
に
怒
り
が
渦
巻
く
。

町
の
説
明
責
任
が
問
わ
れ
る
。

伊
藤
宗
次 

議
員

財
源
留
保
し
財
政
厳
し
い
と
住
民
犠
牲

第５期（H24ーH26年度）介護保険料

階層 所得等区分 保険料率 年額

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

0.45 

0.45 

0.70 

0.75 

0.85 

1.00 

1.15 

1.25 

1.50 

1.75 

1.85 

20,520

20,520

31,920

34,200

38,760

45,600

52,440

57,000

68,400

79,800

84,360

生保・福祉年金

世帯非課税
所得と年金収入80万円以下
世帯非課税
所得と年金収入120万円以下
世帯非課税
第２・３段階以外
本人非課税・世帯課税所得と
年金収入80万円以下
本人非課税・世帯課税所得と
年金収入80万円超
本人課税・所得
125万円未満
本人課税・所得
125万円以上200万円未満
本人課税・所得
200万円以上400万円未満
本人課税・所得
400万円以上600万円未満
本人課税・所得
600万円以上

改定箇所 基準額

討論
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いきいきハート体操

介
護
保
険
料
の
引
き
上
げ

基
準
額
は
4
万
5
6
0
0
円

開かれた議会に
委員会を公開

４月から
　介
護
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
強
化

と
、
第
５
期
介
護
保
険
事
業
の

運
営
に
必
要
が
あ
る
た
め
、
介

護
保
険
料
率
を
改
正
し
た
。

　介
護
保
険
料
率
を
、
第
８
段

階
か
ら
第
11
段
階
に
区
分
し
、

低
所
得
層
の
率
を
引
き
下
げ
、

高
所
得
層
の
率
を
引
き
上
げ
る
。

Ｑ

　所
得
区
分
の
見
直
し
に
よ

る
対
象
人
数
と
影
響
額
は
。

Ａ

　第
２
か
ら
第
８
段
階
ま
で

４
５
８
人
。
２
３
１
７
万
円
。

Ｑ

　応
能
負
担
が
原
則
、
段
階

を
増
や
し
高
額
所
得
の
率
を

２
・
０
以
上
の
引
き
上
げ
を
。

Ａ

　国
の
11
段
階
を
基
本
に
し

て
い
る
。

Ｑ

　基
金
の
活
用
で
引
き
上
げ

を
抑
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ

　検
討
し
た
が
、
将
来
に
備

え
る
。

（
反
対
２
賛
成
12
で
可
決
）

第
５
期
介
護
保
険

　
　事
業
計
画
始
ま
る

　住
民
課
に
係
る
証
紙
の
取
り

扱
い
を
全
て
廃
止
し
、
窓
口
で

現
金
徴
収
に
よ
る
発
行
に
切
り

替
え
る
。

Ｑ

　証
紙
の
年
間
発
行
枚
数
は
。

Ａ

　５
万
６
０
０
０
枚
。
う
ち

住
民
課
は
３
万
８
０
０
０
枚
。

Ｑ

　現
金
管
理
と
取
り
扱
い
基

準
は
。

Ａ

　レ
ジ
ス
タ
ー
を
購
入
し
、

当
日
受
け
取
っ
た
金
額
を
あ

り
の
ま
ま
に
収
入
と
す
る
。

き
っ
ち
り
と
し
た
シ
ス
テ
ム
で

運
用
し
て
い
く
。

（
反
対
２
賛
成
12
で
可
決
）

証
紙
の
取
り

　
　扱
い
を
廃
止

　町
議
会
委
員
会
条
例

を
一
部
改
正
し
、
委
員

会
の
会
議
を
公
開
す
る
。

　議
会
改
革
の
一
環
と

し
て
、
本
会
議
と
同
様

に
委
員
会
を
公
開
し
、

開
か
れ
た
議
会
に
取
り

組
む
も
の
で
６
月
定
例

会
よ
り
公
開
。

　議
会
会
議
録
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
３
月
１
日
か

ら
公
開
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　会
計
年
度
も
終
わ
り
に
近
づ

き
、
予
算
の
追
加
や
調
整
な
ど

一
般
会
計
、
特
別
会
計
あ
わ
せ

て
７
議
案
が
上
程
さ
れ
た
。

　一般
会
計
の
歳
入
は
、
町
税

９
０
０
０
万
円
を
追
加
し
、
新

駅
自
由
通
路
関
連
事
業
の
見
込

み
が
確
定
し
た
た
め
、
都
市
施

設
整
備
基
金
繰
入
金
、
町
債
を

減
額
し
た
。

　歳
出
は
、
小
学
校
の
障
が
い

児
対
応
工
事
１
１
０
万
円
を
追

加
、
各
事
業
の
最
終
見
込
み
に

よ
る
調
整
で
、
特
別
会
計
への
繰

り
入
れ
、繰
り
出
し
が
主
な
も
の
。

　特
別
会
計
で
は
、
国
保
シ
ス

テ
ム
改
修
業
務
等
委
託
料
７
１

８
万
円
、
介
護
給
付
費
準
備
基

金
積
立
金
８
６
０
万
円
の
増
額
、

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
の

減
額
な
ど
が
主
な
も
の
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　住
民
の
安
心
・
安
全
を
支
え

る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
求
め

る
陳
情
書
（
代
表
者
・
国
土
交

通
労
働
組
合
中
部
地
方
協
議

会

　議
長

　杉
本

　忠
久
）

（
反
対
12
賛
成
２
で
不
採
択
）

議
員
提
出
議
案

平
成
23
年
度

　
　
　最
終
補
正
予
算

陳

　
　情

　東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

財
源
の
確
保
の
た
め
、
た
ば
こ

税
率
、
退
職
所
得
に
係
る
所
得

控
除
廃
止
、
町
民
税
な
ど
税
条

例
を
改
正
し
た
。

　町
民
税
は
、
平
成
26
年
度
か

ら
平
成
35
年
度
ま
で
に
限
り
、

均
等
割
の
標
準
税
率
（
現
行
３

０
０
０
円
）
に
５
０
０
円
を
加

算
し
た
額
に
す
る
。

Ｑ

　増
税
の
影
響
人
数
と
額
は
。

Ａ

　１
万
８
７
５
４
人
で
９
３
７

万
７
０
０
０
円
の
増
収
。

Ｑ

　防
災
施
策
に
必
要
な
財
源

確
保
が
、
な
ぜ
住
民
負
担
か
。

町
民
税
均
等
割
を

　５
０
０
円
引
き
上
げ

　公
営
住
宅
法
改
正
に
伴
い
、

入
居
資
格
要
件
を
改
め
る
。

Ｑ

　入
居
条
件
が
変
わ
っ
た
点
は
。

Ａ

　収
入
基
準
と
住
宅
困
窮
で

あ
れ
ば
単
身
者
で
も
入
居
で

き
る
よ
う
に
な
る
。

Ｑ

　今
後
、
町
営
住
宅
の
増
築

計
画
は
あ
る
か
。

Ａ

　つ
く
る
考
え
は
な
い
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

町
営
住
宅

　
　条
例
を
改
正

賛
成

反
対

Ａ

　国
庫
に
納
付
す
る
の
で
は

な
く
防
災
の
た
め
に
使
う
も

の
。（

反
対
２
賛
成
12
で
可
決
）

　平
成
24
年
度
当
初
予
算
は
、

前
年
度
に
比
べ
約
22
億
円
、
14
・

3
％
減
の
緊
縮
予
算
と
さ
れ
た
。

東
日
本
の
大
震
災
・
最
近
の
経
済

状
況
か
ら
、
防
災
対
策
と
夢
の
あ

る
町
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
。

　こ
の
中
で
防
災
無
線
の
デ
ジ
タ
ル

化
を
始
め
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る

こ
と
に
重
点
を
置
く
一
方
、
企
業

立
地
課
の
新
設
に
よ
り
、
将
来
に

向
け
た
多
様
な
産
業
が
育
つ
町
づ

く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
も
あ
る
。

　個
別
事
業
と
し
て
は
、
え
こ
た

ん
バ
ス
の
活
用
な
ど
の
新
規
事
業
は

夢
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た

施
策
で
あ
る
。

　町
の
将
来
を
見
据
え
た
平
成
24

年
度
予
算
と
判
断
し
前
向
き
に
評

価
す
る
。

鈴
木
雅
史 

議
員

将
来
を
見
据
え
た
予
算
に
期
待

自
主
財
源
の
町
税
で
あ
る
５
億

円
。
前
年
度
繰
越
金
で
３
億
円
。

８
億
円
以
上
の
財
源
を
予
算
計
上

せ
ず
。

行
政
水
準
と
質
を
事
業
仕
分
け

に
責
任
転
嫁
。

行
財
政
改
革
の
名
で
住
民
負
担

押
し
つ
け
。

近
隣
市
の
い
わ
れ
な
き
圧
力
に

屈
服
し
、
住
民
の
暮
ら
し
守
ら
ぬ

町
長
。

　企
業
立
地
課
新
設
の
理
由
が
伝

わ
ら
ぬ
。
屋
上
屋
を
重
ね
、
ポ
ス

ト
づ
く
り
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
、
住

民
の
澄
ん
だ
眼
を
曇
ら
せ
る
「
確

か
な
力
」
町
長
。

借
地
解
消
を
一過
性
に
せ
ず
、
施

策
に
位
置
づ
け
を
。

３
地
区
の
区
画
整
理
事
業
に
ま

ち
づ
く
り
の
理
念
な
く
、
地
権
者

の
土
地
活
用
を
強
調
し
、
80
倍
以

上
の
税
負
担
に
怒
り
が
渦
巻
く
。

町
の
説
明
責
任
が
問
わ
れ
る
。

伊
藤
宗
次 

議
員

財
源
留
保
し
財
政
厳
し
い
と
住
民
犠
牲

第５期（H24ーH26年度）介護保険料

階層 所得等区分 保険料率 年額

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

0.45 

0.45 

0.70 

0.75 

0.85 

1.00 

1.15 

1.25 

1.50 

1.75 

1.85 

20,520

20,520

31,920

34,200

38,760

45,600

52,440

57,000

68,400

79,800

84,360

生保・福祉年金

世帯非課税
所得と年金収入80万円以下
世帯非課税
所得と年金収入120万円以下
世帯非課税
第２・３段階以外
本人非課税・世帯課税所得と
年金収入80万円以下
本人非課税・世帯課税所得と
年金収入80万円超
本人課税・所得
125万円未満
本人課税・所得
125万円以上200万円未満
本人課税・所得
200万円以上400万円未満
本人課税・所得
400万円以上600万円未満
本人課税・所得
600万円以上

改定箇所 基準額

討論

7 議会だより●平成 24 年 4月26日




